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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■報 道 関 係 者 各 位

6 月 30 日からの梅雨前線に伴う大雨について

7 月 6 日 17 時 00 分時点における厚生労働省の対応については、別

紙のとおりですのでお知らせします。
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厚 生 労 働 省 

平成 29 年 07 月 06 日 

1 7 時 0 0 分 現 在 

 

 

６月３０日からの梅雨前線に伴う大雨について（第 1 0 報） 
 

 

１ 厚生労働省における対応 

 

○ 07/06 07:00 厚生労働省災害対策本部設置 

         10:20 厚生労働省災害対策本部第１回会合開催 

 

○ 職員の現地等への派遣状況 

  ・7/6、厚生労働省職員を大分県に１名、福岡県に４名派遣。この他、現地

の厚生局･労働局からも大分県庁へ３名、福岡県庁へ２名を派遣。 

  ・福岡県東峰村の特別養護老人ホーム宝珠の郷へ日田労働基準監督署から

職員を２名派遣。 

 

 

２ 医療関係 

（1） 医療施設（精神科病院を除く）の被害状況 

① 病院、有床診療所 

  ・福岡県・・避難指示又は避難勧告が出ている９市町村に所在する全ての 

医療施設（病院64、診療所86）と連絡をとり、被害状況を 

確認。現時点では被害報告は無し。(朝倉市の１透析診療所が 

断水しており、近隣施設で対応中。） 

  ・大分県・・避難指示又は避難勧告が出ている４市に所在する全ての医療 

施設（病院41、診療所56）と連絡をとり、被害状況を確 

認。現時点では被害報告は無し。 

 

② 無床診療所 福岡県、大分県と連携して引き続き情報収集に努める。 

・福岡県・・断水 ２箇所（朝倉市）。診療不可。 

       床上浸水 １箇所（朝倉市）。医療機器損傷で診療不可。 

・大分県・・現時点で被害報告無し。 

 

（2） ＤＭＡＴの状況 

・福岡県内のＤＭＡＴ２隊を朝倉市災害対策本部へ派遣。 

・災害拠点病院（福岡県30病院、大分県13病院）に対していつでも派遣 
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できるよう準備を依頼。 

 

３ 心のケア･精神科病院関係・障害児者支援関係 

（1）精神科病院等の被害状況 

①福岡県 

診療所１施設において浸水の被害あり（診療機能に影響なし）。その他の

精神科病院等については、現時点で被害報告無し。 

②大分県 

現時点で被害報告なし。引き続き情報収集に努める。 

（2）ＤＰＡＴの状況 

①福岡県 

２隊（太宰府病院、福岡県精神保健福祉センターチーム）が待機中。 

②大分県 

１隊（大分大学病院）が待機中。 

 

４ 生活衛生・食品安全関係     

（1）水道の被害状況 

 福岡県、大分県内の市町村に対し水道の被害状況について情報収集を実

施。また、日本水道協会に対し、被害情報について情報共有を図ることと

し、それに基づいた応急給水・応急復旧の支援を行うよう依頼。 

 ①断水の状況（7/6 17:00現在） 

○福岡県2市村で1,754戸、大分県1市で512戸が断水。（前回報告比＋49

戸） 

※ 被害報告のあった地域を記載 

県、市町村名 

 

最大断水戸数 現在の断水戸数 断水期間 

 

被害状況 

 

【島根県】 

浜田市 

（はまだし） 

33戸 

 

0戸 

 

7/5～ 

 

道路被災により配水管破

損による断水 

（復旧済み） 

益田市 

（ますだし） 

205戸 

 

0戸 

 

7/5～ 

 

道路被災により配水管破

損による断水 

（復旧済み） 

小計 238戸 0戸   

【福岡県】 

添田町 

（そえだまち） 

167戸 

 

0戸 

（減水あり） 

7/6～ 取水施設が水没したが、

代替機にて応急復旧済

み。通水中（減水）。 

朝倉市 

（あさくらし） 

1,654戸 1,654戸 7/6～ 杷木（はき）浄水場の浸

水被害により断水 

東峰村 

（ と う ほ う む

ら） 

約100戸 

（ 一 部 調 査

中） 

約100戸 

（一部調査中） 

7/6～ 浄水場に土砂流入及び管

路破損により断水（一部

調査中） 

小計 1,921戸 1,754戸   

【大分県】 512戸 512戸 7/6～ 取水施設水没及び配水管
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 ②応急給水の状況 

 【福岡県】 

 ・朝倉市は、北九州市からの給水車２台及び福岡市からの給水車１台が応

急給水対応中。 

 ・東峰村は、一部地域で自衛隊から給水袋配布により応急給水対応中。 

 【大分県】 

 ・中津市は、断水には至っていないが、給水袋配布にて応急給水対応中。 

・日田市は、給水車１台が応急給水対応中。 

  

 ③応急復旧の状況 

 【島根県】 

・浜田市は、河川水位低下後復旧工事に着手し、復旧完了（7/5 16:40）。 

・益田市は、全ての復旧が完了。 

【福岡県】 

・添田町は、取水施設が水没し代替機にて応急復旧済みだが、減水中。 

【大分県】 

・玖珠町は、7/6から復旧工事に着手し、完了。配水池に水が溜まり次第給

水開始済み。 

・日田市の日ノ本簡易水道について、明朝復旧見込み。山田簡易水道につ

いて、明日夕方復旧見込み。他の3簡易水道についての復旧は検討中。 

 

 

５ 社会福祉施設等関係    

  厚生労働省本省より直接連絡をとるなどにより確認。引き続き情報収集に

努める。 

（1）高齢者関係施設の被害状況 

福岡県朝倉市の特別養護老人ホームきらく荘において、一時床上浸水し

たが、既に復旧済み。サービス提供に影響なし。 

日田市 

（ひたし） 

破損による断水 

玖珠町 

（くすまち） 

30戸 0戸 7/5～ 日出生本村（ひじうほん

むら）簡易水道において

管路破損により断水発

生。 

（復旧済み） 

小計 542戸 512戸   

合計 2,701戸 2,266戸   
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また、福岡県東峰村の特別養護老人ホーム２施設（宝珠の郷・清和園）

については、一時孤立していたが、6日朝に自衛隊が到着し、支援活動を実

施。物的・人的被害はないが、断水・停電している状況。 

日田市に施設孤立の報道があり、事実関係確認中。 

その他の施設については、厚生労働省や自治体から直接連絡を行うなど

により確認を行い、被害報告無し。 

（2）障害児･者関係施設の被害状況 

  大分県日田市で３施設において雨漏りや床下浸水などの被害あり。人的被

害はなし。その他の施設については、厚生労働省や自治体から直接連絡を

行うなどにより確認を行い、被害報告無し。 

（3）児童関係施設等の被害状況 

  大分県日田市の保育所等３施設、中津市の保育所１施設で床上や床下浸水

などの被害あり。人的被害はなし。その他の施設については、厚生労働省

や自治体から直接連絡を行うなどにより施設に確認を行い、現時点で被害

報告無し。 

 

 

６ 職業能力開発施設関係    

（1）職業能力開発施設の被害状況 

   現時点で被害報告無し。引き続き情報収集に努める。 

 

 

７ 保健･衛生関係     

（1）人工透析 

   福岡県朝倉市の１透析医療施設で断水しているが、給水により自施設での

透析が可能。引き続き情報収集に努める。(各県の透析医療施設数は、福岡県

に215、大分県に73) 

（2）被災者の健康管理 

① 保健師の活動 

   

 

＜福岡県＞ 

 ○ 朝倉市 避難所15か所開設。市の保健師が状況確認中。 

７日（金）から９日（日）まで、県の保健師２名を２チーム派遣

予定。 

 ○ 東峰村 全域停電で電話も不通状態。状況確認中。 

  ⇒ 朝倉市、東峰村の避難長期化に備え、管轄内外の保健師派遣の 

可否について、県で確認中。 
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 ○ 久留米市、うきは市、嘉麻市、筑前町、添田町、大刀洗町は市町

村の保健師で対応可能。 

  

＜大分県＞ 

 ○ 県保健師が管内市町村を訪問し市町村を支援中。 

避難が長期化する可能性は低く、県内保健師で対応可能。 

 

＜熊本県＞ 

 ○ 全市町村で被害状況なし。保健師対応なし。 

 

② 「避難所生活を過ごされる方々の健康管理に関するガイドライン」を福岡

県庁と大分県庁にメールで送付。 

（3）その他 

① 保健衛生施設の被害状況 

 ＜熊本県＞ 

  市町村保健センターにおいて、雨漏り被害の報告が４件あり。 

 ＜福岡県・大分県＞ 

  現時点で被害報告無し。引き続き情報収集に努める。 

② 感染症指定医療機関、病原体管理施設の被害状況 

  現時点で被害報告無し。引き続き情報収集に努める。 

 

 

８ 医薬品・医療機器関係     

（1）医薬品卸売販売業・医療機器販売業関係 

   業界団体に確認したところ、現時点では医薬品・医療機器等の安定供

給等に係る被害はない。 

 (2) 輸血用血液製剤 

 日本赤十字社に確認したところ、現時点では輸血用血液製剤の安定供給

等に係る被害はない。なお、九州ブロック管内において採血された献血

血液を、輸血用血液製剤を製造する九州ブロック血液センター（福岡県

久留米市）に搬送するに当たり、高速道路の通行止めにより、通常より

も搬送時間を要する可能性あり。 

 

（3)薬局 

  【福岡県】 

   ・床下浸水等の報告が８件（朝倉市）あり。うち１件は営業できていな

い。 

【大分県】 
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・現時点で被害報告無し。引き続き情報収集に努める。 

・大分県薬剤師会のモバイルファーマシーが大分県からの要請を受けて、日

田市方面に移動中。(具体的な被害が確認されているわけではないが、念の

ため、派遣を要請したとのこと。) 

 

（4）毒物劇物製造（輸入）業における毒物劇物取扱施設関係 

現時点で毒物劇物の流出等の被害報告無し。引き続き情報収集に努め

る。 

 

９ 労働関係 

 (1) 労働災害発生状況 

    現時点で労働災害発生の情報なし(福岡局、大分局)。引き続き情報収

集に努める。なお、小石原川ダム建設に係る導水施設工事で現場に労働者31名

が取り残されているとの情報があったが、迂回ルートによる避難が完了し、労

働者全員の無事が確認された（7月6日（木）15時頃、福岡労働局が確認）。 

 

 

１０ 雇用関係 

（1）雇用保険 

① 特例的な失業給付の支給 

７月５日の福岡県朝倉市・朝倉郡東峰村、大分県日田市・中津市の災害救助法

の適用を受け、災害の影響を受けて事業所が休業する場合に一時的な離職を余

儀なくされた方に対して雇用保険失業等給付（基本手当）を支給する特別措置

を実施。 

 

（2）年金関係 

○ 7月6日付 各市町村等に対して、災害により被災した被保険者に係る国民

年金保険料の免除を行うことができる旨を周知。 

 

 

１１ 医療保険関係 

 ○ 7月6日付 各都道府県等に対して、災害により被災した被保険者に係る

保険料（税）・一部負担金の減免を行うことができる旨を周知 

※平成25年５月に発出した事務連絡を再周知。 

 ○ 7月6日付 被災に伴い被災者が被保険者証を保険医療機関に提示できない場

合においても、受診が可能である旨を都道府県等に連絡 

 

以上 


